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駐
車
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城
県
庁
県
民
第
二
駐
車
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係
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用
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収
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改
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事
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換
地
計
画
の
縦
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備
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一

〇
平
成
十
九
年
宮
城
県
告
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第
三
百
十
八
号
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漁
業
災
害
補
償
法
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基
づ
く
漁
業

共
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に
係
る
加
入
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設
定
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件
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政
策
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一
四

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定
（
二

件
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（
警
察
本
部
会
計
課
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一
五

企

業

局

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
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札
者
の
決
定�

　

一
五
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育
委
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会

〇
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会
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す
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計
年
度
任
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員
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う
ち
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純
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労
務
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雇
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さ

れ
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あ
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一
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〇
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員
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職
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れ
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二
一

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
監
査
基
準
の
公
表�

　

二
一

公
安
委
員
会

〇
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

　

二
一

〇
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

　

二
三

〇
火
薬
類
取
締
法
施
行
細
則�

　

二
七

〇
技
能
検
定
員
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
の
実
施
に
つ
い
て�

　

三
〇

収
用
委
員
会

〇
一
般
国
道
三
百
九
十
八
号
雄
勝
1
号
事
件
公
示
送
達�

　

三
〇

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
庁
県
民

第
一
駐
車
場
及
び
宮
城
県
庁
県
民
第
二
駐
車
場
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
二
月
四
日
次
の
と
お

り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

横
浜
市
港
北
区
菊
名
七
丁
目
三
番
二
十
二
号

　
　

ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
気
仙
沼
地
区
田
の
沢
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
二
十
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

気
仙
沼
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

　

平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
表
石
巻
市
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
寄
磯
前
網
支
所
の
地
区
）
の
項

７
中
「小

型
定
置
漁
業

」
の
次
に
「又

は
小
型
合
併
漁
業

（主
と
し
て
か
ご
漁
を
営
む
漁
業

）及
び
小
型
定
置
漁
業
を

併
せ
営
む
漁
業

」
を
加
え
、
同
表
石
巻
市
区
域
（
渡
波
漁
船
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
）
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

石
巻
市
区
域

（
渡
波
漁
船
漁
業
協
同

組
合
の
地
区
）

１
�．
総
ト
ン
数
10ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
底
び
き
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業
又
は

小
型
合
併
漁
業
（
主
と
し
て
底
び
き
網
を
営
む
漁
業
）

２
�．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
に
掲
げ
る
漁

業
及
び
棒
受
網
を
使
用
し
て
さ
ん
ま
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
以
外
の
漁

業

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
九
八
号

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
小
涼
一
〇
七
番
一
地
先

か
ら

同
郡
同
町
戸
倉
字
沖
田
三
一
番
一
地
先
ま
で

前

二
八
・
四
～

�

七
〇
・
〇

�

六
〇
二
・
五

後

二
八
・
四
～

�

六
二
・
六

�

六
〇
二
・
五

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

油
島
栗
駒
線

三　

道
路
の
区
域　変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

前
Ａ
　

五
・
二
～

�

六
・
五

�

八
一
・
八
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

栗
原
市
金
成
小
迫
要
五
一
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
金
成
小
迫
要
四
五
五
番
一
地
先
ま
で

　

Ｂ

一
九
・
八
～

�

二
六
・
一

�

八
一
・
八

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

後
Ｂ

一
九
・
八
～

�

二
六
・
一

�

八
一
・
八

い
う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。



（3）　令和２年３月27日　金曜日 第90号宮　　城　　県　　公　　報
　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

清
水
浜
志
津
川
港
線

三　

道
路
の
区
域　変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
大
森
一
一
七
番

一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
志
津
川
字
大
森
八
九
番
三
地
先
ま

で

前
Ａ
　

四
・
八
～

�

一
〇
・
〇

�

一
二
八
・
八
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

　

Ｂ
　

八
・
四
～

�

二
〇
・
〇

�

一
〇
四
・
〇

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

後
Ｂ

一
三
・
三
～

�

二
八
・
九

�

一
〇
四
・
〇

い
う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
小
涼
一
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
戸
倉
字
沖
田
三
三
番
一
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

三
月
二
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

岩
沼
停
車
場

線

岩
沼
市
館
下
一
丁
目
六
一
番
五
地
先
か
ら

同
市
館
下
二
丁
目
六
三
番
六
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

清
水
浜
志
津

川
港
線

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
大
森
一
一
七
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
志
津
川
字
大
森
無
番
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

三
月
二
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

羽
黒
町
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十
七

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

石
巻
市

羽
黒
町
二

丁
目

五
十
一
番
二
号
地
先
道
路
敷

一
号
及
び
二
号

五
十
一
番
三
号

三
号

四
十
七
番
百
六
十
号

四
号
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四
十
七
番
百
二
号

五
号

穀
町

四
十
七
番
八
十
六
号

六
号

四
十
七
番
八
十
五
号

七
号
及
び
八
号

四
十
七
番
百
五
十
一
号

九
号

四
十
七
番
四
十
六
号

十
号

四
十
七
番
十
一
号

十
一
号

四
十
七
番
五
十
号

十
二
号

四
十
七
番
百
七
十
九
号

十
三
号

四
十
七
番
七
十
九
号

十
四
号
及
び
十
五
号

羽
黒
町
二

丁
目

四
十
七
番
七
十
七
号

十
六
号

四
十
七
番
百
二
十
八
号

十
七
号

四
十
七
番
九
十
六
号

十
八
号
か
ら
二
十
号
ま

で

四
十
七
番
九
十
七
号

二
十
一
号

二
十
五
番
二
号

二
十
二
号

二
十
五
番
二
十
五
号

二
十
三
号
及
び
二
十
四

号

二
十
五
番
二
十
二
号

二
十
五
号

二
十
五
番
二
十
五
号

二
十
六
号

二
十
五
番
二
十
号

二
十
七
号

二
十
八
番
二
号

二
十
八
号

二
十
八
番
三
号

二
十
九
号
及
び
三
十
号

四
十
七
番
三
号

三
十
一
号

四
十
七
番
二
号

三
十
二
号
及
び
三
十
三

号

五
十
一
番
三
号

三
十
四
号
か
ら
三
十
七

号
ま
で

二　

下
沢
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
四
号
を

結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

石
巻
市

北
上
町

長
尾

下
沢

五
番
一
号

一
号
及
び
二
号

七
番
二
号

三
号

松
崎

五
十
二
番
三
号

四
号

五
十
二
番
一
号

五
号

下
沢

二
番
一
号

六
号

東
前

百
十
九
番

七
号

百
四
番

八
号

下
沢

三
番
一
号
地
先
水
路
敷

九
号

四
番

十
号
及
び
十
一
号

五
番
一
号

十
二
号

八
番
二
号

十
三
号

五
番
一
号

十
四
号

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
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定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
廃
止
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

羽
黒
町
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
号
を
結
ん

だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

石
巻
市

羽
黒
町
二

丁
目

四
十
七
番
十
号

一
号

五
十
一
番
二
号

二
号

四
十
七
番
十
一
号

四
号

穀
町

百
四
十
三
番
二
号

三
号

二　

下
沢
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
号
を
結
ん

だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

石
巻
市

北
上
町

長
尾

下
沢

五
番
一
号

一
号
及
び
二
号

七
番
二
号

三
号

松
崎

五
十
二
番
三
号

四
号

五
十
二
番
一
号

五
号

下
沢

二
番
一
号

六
号

東
前

百
十
九
番

七
号

百
四
番

八
号

水
路
敷

九
号

下
沢

六
番

十
号

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

轟
沢－

１

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
轟
、
字
下
金
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
北
部
土
木
事

務
所

轟
沢－

２

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
轟
（
次
の
図
の
と
お
り
）

轟
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
轟
、
字
下
金
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

轟
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
轟
、
字
下
金
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

轟
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
轟
、
字
下
金
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

大
学
沢－

１

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
大
学
町
、
字
蛭
沢
（
次
の

図
の
と
お
り
）

大
学
沢－

２

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
大
学
町
、
字
蛭
沢
（
次
の

図
の
と
お
り
）

蛭
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
蛭
沢（
次
の
図
の
と
お
り
）

待
井
東
二
の

沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
鵙
目
待
井
東
（
次
の

図
の
と
お
り
）

待
井
東
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
鵙
目
待
井
東
（
次
の

図
の
と
お
り
）
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原
東
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
鵙
目
原
東
、
字
鵙
目

小
森
、
字
鵙
目
小
森
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）

舘
山
沢－

１

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
鵙
目
舘
山
（
次
の
図

の
と
お
り
）

舘
山
沢－
２

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
鵙
目
舘
山
（
次
の
図

の
と
お
り
）

日
影
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
鵙
目
日
影
、
字
鵙
目

舘
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）

庄
司
舘
沢－

１

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
宮
庄
司
舘
（
次
の

図
の
と
お
り
）

庄
司
舘
沢－

２

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
宮
庄
司
舘
（
次
の

図
の
と
お
り
）

根
岸
前
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
宮
根
岸
前
、
字
上

宮
土
屋
ヶ
沢
、
字
上
宮
日
旱
（
次
の
図
の
と

お
り
）

山
谷
北
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
字
山
谷
（
次
の
図
の

と
お
り
）

山
谷
南
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
字
山
谷
（
次
の
図
の

と
お
り
）

日
渡
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
一
栗
日
渡
（
次
の

図
の
と
お
り
）

菅
生
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
一
栗
菅
生
（
次
の

図
の
と
お
り
）

折
居
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
磯
田
折
居
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

脇
屋
敷
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
磯
田
脇
屋
敷
（
次
の
図
の

と
お
り
）

小
倉
沢－

１

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
小
倉
、
字
上
真
山

一
本
橋
（
次
の
図
の
と
お
り
）

小
倉
沢－

２

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
小
倉
（
次
の
図
の

と
お
り
）

大
森
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
大
森
（
次
の
図
の

と
お
り
）

仲
居
沢－

１

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
仲
居
（
次
の
図
の

と
お
り
）

仲
居
沢－

２

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
仲
居
（
次
の
図
の

と
お
り
）

日
向
北
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
日
向
北
沢
（
次
の

図
の
と
お
り
）

六
田
向
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
下
真
山
六
田
向
（
次
の
図

の
と
お
り
）

三
十
刈
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
下
真
山
三
十
刈
（
次
の
図

の
と
お
り
）

杉
山
沢
１

土
石
流

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
杉
山
、
字
又
平
壇
（
次

の
図
の
と
お
り
）

杉
山
沢
２－

１

土
石
流

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
杉
山
、
字
又
平
壇
（
次

の
図
の
と
お
り
）

杉
山
沢
２－

２

土
石
流

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
杉
山
、
字
又
平
壇
（
次

の
図
の
と
お
り
）

大
沢
１

土
石
流

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
清
水
ケ
入
一
（
次
の
図

の
と
お
り
）

大
沢
２

土
石
流

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
田
部
堂
二
（
次
の
図
の

と
お
り
）

岩
下

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
一
栗
岩
下
（
次
の

図
の
と
お
り
）

宿

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
下
一
栗
字
宿
（
次
の
図
の
と

お
り
）

菅
生

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
一
栗
菅
生
（
次
の

図
の
と
お
り
）

下
一
栗

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
下
一
栗
字
宿
（
次
の
図
の
と

お
り
）

片
岸
浦

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
下
一
栗
字
片
岸
浦
（
次
の
図

の
と
お
り
）

上
野
目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
字
上
太
鼓
師
山
（
次

の
図
の
と
お
り
）

大
学
町
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
大
学
町
（
次
の
図
の
と
お

り
）

大
学
町
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
大
学
町
（
次
の
図
の
と
お

り
）

上
金
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
上
金
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

泉
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
泉
山
、
字
新
土
屋

坂
（
次
の
図
の
と
お
り
）

丸
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
丸
山（
次
の
図
の
と
お
り
）

下
宮
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
下
宮
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

上
真
山
下
外

道

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
下
外
道
（
次
の
図

の
と
お
り
）

南
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
南
山
、
字
上
丸

山
、
字
丸
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）
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内
ノ
目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
清
滝
字
内
ノ
目
（
次
の
図
の
と

お
り
）

内
ノ
目
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
清
滝
字
内
ノ
目
（
次
の
図
の
と

お
り
）

内
ノ
目
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
清
滝
字
内
ノ
目
（
次
の
図
の
と

お
り
）

皀
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
雨
生
沢
字
皀
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

二
枚
橋－

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
北
宮
沢
字
二
枚
橋
（
次
の
図
の

と
お
り
）

二
枚
橋－

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
北
宮
沢
字
新
二
枚
橋
（
次
の
図

の
と
お
り
）

倉
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
雨
生
沢
字
倉
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

間
久
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
雨
生
沢
字
間
久
田
（
次
の
図
の

と
お
り
）

柳
堤

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
北
宮
沢
字
柳
堤
、
字
一
本
松

（
次
の
図
の
と
お
り
）

一
ノ
坪

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
小
野
字
一
ノ
坪
、
字
上
一
ノ
坪

（
次
の
図
の
と
お
り
）

姥
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
小
野
字
姥
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

舘
ノ
内

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
小
野
字
舘
ノ
内
（
次
の
図
の
と

お
り
）

窪

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
小
野
字
八
日
町
、
字
窪
（
次
の

図
の
と
お
り
）

羽
黒
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
小
野
字
羽
黒
（
次
の
図
の
と
お

り
）

羽
黒
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
小
野
字
羽
黒
（
次
の
図
の
と
お

り
）

諏
訪

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
諏
訪
峠
字
諏
訪
（
次
の
図
の
と

お
り
）

引
地
西

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
引
地
西
（
次
の
図
の
と

お
り
）

加
護
峯
山
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
加
護
峯
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

油
坂
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
油
坂
（
次
の
図
の
と
お

り
）

加
護
峯
山
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
加
護
峯
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

加
護
峯
山
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
加
護
峯
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

辰
沢
二

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
田
部
堂
一
、
字
辰
沢
二

（
次
の
図
の
と
お
り
）

田
部
堂
二

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
岩
穴
前
二
、
字
田
部
堂

二
（
次
の
図
の
と
お
り
）

田
部
堂
一
の

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
田
部
堂
一
（
次
の
図
の

と
お
り
）

大
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
夫
ヶ
入
（
次
の
図
の
と

お
り
）

柳
沢
北

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
柳
沢
北
（
次
の
図
の
と

お
り
）

荒
町

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
大
沢
字
荒
町
、
字
泉
ケ
崎
二

（
次
の
図
の
と
お
り
）

樋
ノ
脇

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
清
滝
字
樋
ノ
脇
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
蝦
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
古
川
小
野
字
上
蝦
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

渋
取

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
田
尻
小
塩
字
渋
取
（
次
の
図
の
と
お

り
）

三
合
田
前
沢

土
石
流

富
谷
市
石
積
三
合
田
前（
次
の
図
の
と
お
り
）
次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
仙
台
土
木
事

務
所

中
町
沢

土
石
流

富
谷
市
石
積
中
町
（
次
の
図
の
と
お
り
）

二
反
目
沢

土
石
流

富
谷
市
明
石
二
反
目
、
杉
ノ
入
（
次
の
図
の

と
お
り
）

清
水
沢

土
石
流

富
谷
市
一
ノ
関
清
水
沢
、
清
水
ケ
沢
山
、
西

川
原
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）

太
子
堂
下

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
三
ノ
関
太
子
堂
下
（
次
の
図
の
と
お

り
）

広
表
前

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
広
表
前
（
次
の
図
の
と
お
り
）

細
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
細
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

三
合
田
前

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
三
合
田
前（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
道
渕

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
大
道
渕
（
次
の
図
の
と
お
り
）

荒
屋
敷
前

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
荒
屋
敷
前（
次
の
図
の
と
お
り
）
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堂
ヶ
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
堂
ヶ
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

瀬
戸
ノ
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
穀
田
瀬
戸
ノ
沢（
次
の
図
の
と
お
り
）

勝
負
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
勝
負
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

荒
屋
敷
前

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
荒
屋
敷
前（
次
の
図
の
と
お
り
）

松
貝

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
石
積
松
貝
（
次
の
図
の
と
お
り
）

ひ
よ
り
台
一

丁
目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
ひ
よ
り
台
一
丁
目
、
一
ノ
関
川
又
山

（
次
の
図
の
と
お
り
）

坂
ノ
下
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
今
泉
坂
ノ
下
、
稲
荷
下
（
次
の
図
の

と
お
り
）

坂
ノ
下
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
今
泉
坂
ノ
下
、
新
坂
ノ
下
（
次
の
図

の
と
お
り
）

鍛
治
ケ
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
今
泉
鍛
治
ケ
沢（
次
の
図
の
と
お
り
）

松
木
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
今
泉
松
木
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

袋
一
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
袋
一
番
（
次
の
図
の
と
お
り
）

間
渡
一
番
の

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
間
渡
一
番（
次
の
図
の
と
お
り
）

間
渡
一
番
の

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
間
渡
一
番（
次
の
図
の
と
お
り
）

佐
野
一
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
佐
野
一
番（
次
の
図
の
と
お
り
）

佐
野
二
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
佐
野
二
番（
次
の
図
の
と
お
り
）

間
渡
三
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
間
渡
三
番（
次
の
図
の
と
お
り
）

漆
穂
三
番
の

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
漆
穂
三
番（
次
の
図
の
と
お
り
）

漆
穂
三
番
の

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
漆
穂
三
番（
次
の
図
の
と
お
り
）

和
合
田
二
番

の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
和
合
田
二
番
（
次
の
図
の
と
お

り
）

和
合
田
二
番

の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
和
合
田
二
番
、
和
合
田
一
番

（
次
の
図
の
と
お
り
）

和
合
田
一
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
大
亀
和
合
田
一
番
（
次
の
図
の
と
お

り
）

白
鳥

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
西
成
田
白
鳥
（
次
の
図
の
と
お
り
）

土
屋
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
穀
田
土
屋
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

土
屋
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
穀
田
土
屋
沢
、
瀬
戸
ノ
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

根
崎
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
富
谷
根
崎
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

明
ケ
沢

土
石
流

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
明
ケ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

宮
ノ
沢
三
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
北
目
大
崎
字
宮
ノ
沢
三

番
（
次
の
図
の
と
お
り
）

石
ノ
沢
一
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
幕
柳
字
石
ノ
沢
一
番

（
次
の
図
の
と
お
り
）

砂
子
田
三
番

の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
幕
柳
字
石
ノ
沢
三
番

（
次
の
図
の
と
お
り
）

榴
沢
東

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
太
田
字
榴
沢
東
（
次
の

図
の
と
お
り
）

白
久
保
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
白
久
保
（
次
の
図
の

と
お
り
）

芳
ノ
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
芳
ノ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

芳
ノ
沢
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
芳
ノ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

後
藤

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
後
藤
、
字
白
久
保

（
次
の
図
の
と
お
り
）

松
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
松
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

南
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
南
田
、
字
車
沢
西
、

字
車
沢
東
、
字
栃
木
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

煤
懸
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
煤
懸
、
宮
床
字
四
辻

（
次
の
図
の
と
お
り
）

白
久
保

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
白
久
保
、
字
頼
政

（
次
の
図
の
と
お
り
）

芳
ノ
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
芳
ノ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

長
原

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
長
原
、
字
蛇
石
、
字

長
岫
（
次
の
図
の
と
お
り
）
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山
岸
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
山
岸
（
次
の
図
の
と

お
り
）

山
岸
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
山
岸
、
字
森
合
（
次

の
図
の
と
お
り
）

石
ノ
沢
二
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
幕
柳
字
石
ノ
沢
二
番
、

鶴
巣
大
平
字
稲
荷
山
二
番
（
次
の
図
の
と
お

り
）

宇
津
野
一
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
幕
柳
字
宇
津
野
一
番
、

字
石
ノ
沢
四
番
（
次
の
図
の
と
お
り
）

角
力
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
太
田
字
砂
子
沢
（
次
の

図
の
と
お
り
）

上
ノ
山
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
吉
田
浜
字
浜
屋
敷
、
字
上

ノ
台
、
花
渕
浜
字
上
ノ
山
（
次
の
図
の
と
お

り
）

立
花

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
立
花
、
字
影

田
、
字
北
待
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

土
浜
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
土
浜
（
次
の

図
の
と
お
り
）

峯

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
峯
（
次
の
図

の
と
お
り
）

観
音
堂

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
観
音
堂
、
字
新

三
月
田
、
字
藤
ケ
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
日
堂

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
大
日
堂
（
次
の

図
の
と
お
り
）

向
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
上
清
水
沢
、
字

向
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）

白
坂

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
白
坂
、
字
新
五

月
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

金
色

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
金
色
（
次
の
図

の
と
お
り
）

影
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
影
田
、
字
八

ケ
森
（
次
の
図
の
と
お
り
）

向
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
向
田
、
字
新

南
待
田
、
吉
田
浜
字
神
明
（
次
の
図
の
と
お

り
）

浜
屋
敷

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
上
ノ
山
（
次
の

図
の
と
お
り
）

四
月
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
安
場
、
字
観
音

堂
（
次
の
図
の
と
お
り
）

高
山
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
高
山
、
字
新
五

月
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

朝
町
沢

土
石
流

名
取
市
高
舘
川
上
字
朝
町
（
次
の
図
の
と
お

り
）

薬
師
沢

土
石
流

名
取
市
高
舘
川
上
字
薬
師
（
次
の
図
の
と
お

り
）

西
樽
水
沢
１

土
石
流

名
取
市
高
舘
川
上
字
西
樽
水
（
次
の
図
の
と

お
り
）

西
樽
水
沢
２

土
石
流

名
取
市
高
舘
川
上
字
西
樽
水
（
次
の
図
の
と

お
り
）

西
樽
水
沢
３

土
石
流

名
取
市
高
舘
川
上
字
西
樽
水
（
次
の
図
の
と

お
り
）

長
畑
沢
３

土
石
流

名
取
市
高
舘
川
上
字
長
畑
（
次
の
図
の
と
お

り
）

西
真
坂
沢
１

土
石
流

名
取
市
高
舘
吉
田
字
西
真
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

西
真
坂
沢
２

土
石
流

名
取
市
高
舘
吉
田
字
西
真
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

中
沢
前
沢

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
中
沢
前
（
次
の
図
の

と
お
り
）

石
御
山
沢

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
中
沢
南
山
（
次
の
図

の
と
お
り
）

南
山
沢

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
中
沢
南
山
（
次
の
図

の
と
お
り
）

棟
沢
１

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
棟
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

棟
沢
２

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
棟
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

棟
沢
３

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
棟
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
沢
中
沢

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
大
沢
中
（
次
の
図
の

と
お
り
）

大
沢

土
石
流

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
大
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

飯
野
坂
七
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
飯
野
坂
字
七
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

清
水
坂
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
小
豆
島
字
清
水
坂
（
次
の
図
の

と
お
り
）

清
水
坂
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
小
豆
島
字
清
水
坂
（
次
の
図
の

と
お
り
）

清
水
坂
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
小
豆
島
字
清
水
坂
（
次
の
図
の

と
お
り
）
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清
水
坂
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
小
豆
島
字
清
水
坂
（
次
の
図
の

と
お
り
）

島

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
小
豆
島
字
島
（
次
の
図
の
と
お

り
）

上
柳
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
北
目
字
上
柳
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
柳
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
北
目
字
上
柳
沢
、
柳
沢
（
次
の

図
の
と
お
り
）

上
柳
沢
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
北
目
字
上
柳
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

切
通

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
北
目
字
切
通
（
次
の
図
の
と
お

り
）

諏
訪
前

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
北
目
字
諏
訪
前
（
次
の
図
の
と

お
り
）

東
国
見

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
東
国
見
（
次
の
図
の
と

お
り
）

南
北
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
南
北
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

北
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
北
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

上
北
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
上
北
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

二
ツ
森

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
北
目
字
二
ツ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

東
中
峯
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
東
中
峯
（
次
の
図
の
と

お
り
）

東
中
峯
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
東
中
峯
（
次
の
図
の
と

お
り
）

南
中
峯

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
南
中
峯
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ケ
森
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ケ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ケ
森
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ケ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ケ
森
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ケ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ケ
森
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ケ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ケ
森
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ケ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

愛
島
塩
手
岩

沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
塩
手
字
岩
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

西
滝
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
塩
手
字
西
滝
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

西
滝
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
塩
手
字
西
滝
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

北
野

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
塩
手
字
北
野
（
次
の
図
の
と
お

り
）

中
薬
師
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
川
上
字
薬
師
（
次
の
図
の
と
お

り
）

中
薬
師
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
川
上
字
薬
師
（
次
の
図
の
と
お

り
）

高
舘
川
上
薬

師

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
川
上
字
薬
師
（
次
の
図
の
と
お

り
）

西
樽
水

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
川
上
字
西
樽
水
（
次
の
図
の
と

お
り
）

朝
町

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
川
上
字
朝
町
（
次
の
図
の
と
お

り
）

吉
田
西
真
坂

の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
吉
田
字
西
真
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

吉
田
西
真
坂

の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
吉
田
字
西
真
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

那
智
が
丘

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
那
智
が
丘
三
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

岩
口
下

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
岩
口
下
（
次
の
図
の

と
お
り
）

み
ど
り
台
一

丁
目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
み
ど
り
台
一
丁
目
、
ゆ
り
が
丘
四
丁

目
（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
大
沢
中
（
次
の
図
の

と
お
り
）

大
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
大
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

石
畑
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
石
畑
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

太
夫

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
太
夫
（
次
の
図
の
と

お
り
）

飯
野
坂
六
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
飯
野
坂
六
丁
目
、
飯
野
坂
五
丁
目

（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
門
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
大
門
山
、
那
智
が
丘

一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お
り
）
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太
夫

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
太
夫
（
次
の
図
の
と

お
り
）

余
方
中
東

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
中
東
（
次
の
図

の
と
お
り
）

余
方
下
東

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
下
東
（
次
の
図

の
と
お
り
）

大
門
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
大
門
山
、
岩
口
上

（
次
の
図
の
と
お
り
）

西
真
坂
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
吉
田
字
西
真
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

西
真
坂
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
吉
田
字
西
真
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

西
真
坂
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
吉
田
字
西
真
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

長
畑
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
川
上
字
長
畑
（
次
の
図
の
と
お

り
）

長
畑
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
高
舘
川
上
字
長
畑
（
次
の
図
の
と
お

り
）

中
ノ
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
中
ノ
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ヶ
森
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ケ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ヶ
森
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ケ
森
（
次
の
図
の
と

お
り
）

鈴
ヶ
森
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
下
南
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

中
南
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
中
南
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
南
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
上
南
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

上
南
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
上
南
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

南
台

急
傾
斜
地

の
崩
壊

名
取
市
愛
島
笠
島
字
東
南
台
（
次
の
図
の
と

お
り
）

東
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
根
崎
山
神
（
次
の
図

の
と
お
り
）

明
神
二
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
明
神
二
（
次
の
図
の

と
お
り
）

檀
山
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
檀
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

南
檀
山
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
檀
山
、
字
中
島

（
次
の
図
の
と
お
り
）

高
清
水
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
高
清
水
（
次
の
図

の
と
お
り
）

蒲
ケ
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
蒲
ケ
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

十
文
字
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
十
文
字
（
次
の
図

の
と
お
り
）

泉
ヶ
原
沢－

１

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
地
蔵
、
字
泉
ヶ
原

（
次
の
図
の
と
お
り
）

泉
ヶ
原
沢－

２

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
地
蔵
、
字
泉
ヶ
原

（
次
の
図
の
と
お
り
）

松
本
沢－

１

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
松
本
（
次
の
図
の
と

お
り
）

松
本
沢－

２

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
松
本
（
次
の
図
の
と

お
り
）

柿
ノ
浦

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
柿
ノ
浦
、
字
早
川
東

（
次
の
図
の
と
お
り
）

元
手
樽

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
元
手
樽
（
次
の
図
の

と
お
り
）

後
蒲
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
竹
谷
字
後
蒲
（
次
の
図
の
と

お
り
）

左
坂
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
左
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

左
坂
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
左
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

中
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
中
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

狐
入

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
狐
入
（
次
の
図
の
と

お
り
）

釜
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
釜
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

長
根
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
長
根
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

荒
田
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
荒
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
日
向
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
大
日
向
（
次
の
図
の

と
お
り
）

古
浦
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
荒
田
、
字
大
日
向

（
次
の
図
の
と
お
り
）
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広
浦
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
広
浦
（
次
の
図
の
と

お
り
）

広
浦
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
広
浦
（
次
の
図
の
と

お
り
）

広
浦
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
広
浦
（
次
の
図
の
と

お
り
）

蔵
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
蔵
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

餅
田
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
餅
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

餅
田
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
餅
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

小
屋
崎

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
小
屋
崎
（
次
の
図
の

と
お
り
）

六
合
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
新
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
蓬
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
銭
神
（
次
の
図
の
と

お
り
）

梅
ケ
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
梅
ケ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

梅
ケ
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
梅
ケ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

中
町

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
中
町
、
字
銭
神
（
次

の
図
の
と
お
り
）

名
籠

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
名
籠
（
次
の
図
の
と

お
り
）

猪
里
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
竹
谷
字
猪
里
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

猪
里
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
竹
谷
字
猪
里
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

貝
殻
塚
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
竹
谷
字
貝
殻
塚
（
次
の
図
の

と
お
り
）

高
清
水
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
高
清
水
（
次
の
図

の
と
お
り
）

馬
籠
一

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
馬
籠
一
（
次
の
図
の

と
お
り
）

左
坂
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
左
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

左
坂
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
狐
入
（
次
の
図
の
と

お
り
）

左
坂
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
左
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

早
川
東

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
柿
ノ
浦
（
次
の
図
の

と
お
り
）

餅
田
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
餅
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

餅
田
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
餅
田
、
蔵
田
（
次
の

図
の
と
お
り
）

餅
田
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
広
浦
（
次
の
図
の
と

お
り
）

七
十
里

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
七
十
里
（
次
の
図
の

と
お
り
）

検
行
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
蝦
穴
（
次
の
図
の
と

お
り
）

検
行
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
蝦
穴
、
字
吉
埼
（
次

の
図
の
と
お
り
）

片
蓋
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
片
蓋
（
次
の
図
の
と

お
り
）

片
蓋
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
行
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

後
沢
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
沼
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

後
沢
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
後
沢
、
字
沼
田
（
次

の
図
の
と
お
り
）

細
山
崎

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
細
山
崎
（
次
の
図
の

と
お
り
）

八
幡
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
八
幡
（
次
の
図
の
と

お
り
）

八
幡
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
細
八
幡
、
字
地
蔵

（
次
の
図
の
と
お
り
）

鷹
觜

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
鷹
觜
、
字
郷
清
水

（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
菅
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
大
菅
、
字
明
神
（
次

の
図
の
と
お
り
）

大
菅
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
大
菅
（
次
の
図
の
と

お
り
）

地
蔵
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
地
蔵
（
次
の
図
の
と

お
り
）

地
蔵
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
地
蔵
、
字
泉
ヶ
原

（
次
の
図
の
と
お
り
）
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泉
ヶ
原

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
泉
ヶ
原
（
次
の
図
の

と
お
り
）

原
ヶ
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
原
ヶ
沢
、
字
泉
ヶ
原

（
次
の
図
の
と
お
り
）

原
ヶ
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
原
ヶ
沢
、
字
泉
ヶ
原

（
次
の
図
の
と
お
り
）

沢
乙

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
沢
乙
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
田
前
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
宮
田
前
、
竹
谷
字

後
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
田
前
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
宮
田
前
、
竹
谷
字

後
沢
、
竹
谷
字
新
藤
ノ
巻
（
次
の
図
の
と
お

り
）

芋
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
芋
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

芋
沢
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
芋
沢
、
北
小
泉
字

新
芋
沢
、
竹
谷
字
鳶
ヶ
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

芋
沢
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
芋
沢
、
竹
谷
字
前

蒲
、
竹
谷
字
後
蒲
関
下
（
次
の
図
の
と
お
り
）

山
神
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
山
神
（
次
の
図
の

と
お
り
）

境

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
境
（
次
の
図
の
と

お
り
）

山
崎
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
山
崎
、
字
渡
戸
、

字
前
ノ
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

山
崎
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
山
崎
（
次
の
図
の

と
お
り
）

渡
戸
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
渡
戸
、
字
境
（
次

の
図
の
と
お
り
）

山
神
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
瀧
ノ
入
、
字
前
ノ

沢
、
字
山
神
（
次
の
図
の
と
お
り
）

鴻
ノ
巣

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
鴻
ノ
巣
（
次
の
図

の
と
お
り
）

十
文
字

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
十
文
字
（
次
の
図

の
と
お
り
）

金
井
神

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
金
井
神
（
次
の
図
の

と
お
り
）

的
場
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
的
場
（
次
の
図
の
と

お
り
）

的
場
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
的
場
、
字
宮
下
（
次

の
図
の
と
お
り
）

松
本

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
松
本
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
下
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
宮
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

欠
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
欠
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

初
原
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
樋
田
、
字
樋
ノ
沢

（
次
の
図
の
と
お
り
）

茨
崎
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
茨
崎
（
次
の
図
の
と

お
り
）

反
町
二

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
反
町
二
、
字
反
町

三
、
字
三
居
山
一
（
次
の
図
の
と
お
り
）

動
伝
一
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
動
伝
一
、
字
動
伝

二
、
字
動
伝
三
（
次
の
図
の
と
お
り
）

動
伝
一
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
動
伝
一
、
字
動
伝
二

（
次
の
図
の
と
お
り
）

動
伝
一
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
動
伝
一
、
字
動
伝
二

（
次
の
図
の
と
お
り
）

東
原

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
釜
、
字
木
戸
、
字
東

原
（
次
の
図
の
と
お
り
）

木
戸

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
木
戸
、
字
新
浜
（
次

の
図
の
と
お
り
）

出
石

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
出
石
、
字
丸
竹
前
、

字
沼
田
、
黒
川
郡
大
郷
町
不
来
内
字
南
一
本

松
山
、
字
東
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

八
幡

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
曲
沢
、
字
曲
田
、
字

千
刈
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
菅

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
大
菅
（
次
の
図
の
と

お
り
）

土
屋
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
土
屋
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

郷
清
水
山
の

１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
郷
清
水
、
字
郷
清
水

山
、
字
沢
乙
、
字
大
鳥
帽
子
（
次
の
図
の
と

お
り
）

郷
清
水
山
の

２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
郷
清
水
、
字
沢
乙
、

字
大
鳥
帽
子
（
次
の
図
の
と
お
り
）

郷
清
水
山
の

３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
沢
乙
、
字
大
鳥
帽
子

（
次
の
図
の
と
お
り
）
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白
鷺

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
宮
田
前
、
竹
谷
字

新
藤
ノ
巻
（
次
の
図
の
と
お
り
）

肥
泉

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
要
害
、
字
肥
泉
、

字
清
水
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

朴
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
十
文
字
、
字
瀧
ノ

入
（
次
の
図
の
と
お
り
）

十
文
字
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
十
文
字
（
次
の
図

の
と
お
り
）

十
文
字
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
十
文
字
（
次
の
図

の
と
お
り
）

十
文
字
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
十
文
字
（
次
の
図

の
と
お
り
）

居
網
二
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
居
網
二
、
字
白
坂

（
次
の
図
の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

下
一
栗
沢
３

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
下
一
栗
字
宿
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

下
太
鼓
師
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
字
下
太
鼓
師
（
次
の

図
の
と
お
り
）

山
谷
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
字
山
谷
（
次
の
図
の

と
お
り
）

中
屋
敷
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
葛
岡
中
屋
敷
（
次
の
図
の

と
お
り
）

六
田
北
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
六
田
（
次
の
図
の

と
お
り
）

六
田
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
六
田
（
次
の
図
の

と
お
り
）

日
向
堂
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
日
向
堂
の
沢
（
次

の
図
の
と
お
り
）

六
田
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
下
真
山
六
田
（
次
の
図
の

と
お
り
）

千
石

地
す
べ
り

大
崎
市
松
山
千
石
字
大
欅
（
次
の
図
の
と
お

り
）

西
原

地
す
べ
り

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
西
原
（
次
の
図
の
と
お

り
）

南
原
２

地
す
べ
り

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
南
原
（
次
の
図
の
と
お

り
）

南
原
１

地
す
べ
り

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
南
原
（
次
の
図
の
と
お

り
）

漆
穂
三
番
沢

土
石
流

富
谷
市
大
亀
漆
穂
三
番
、
漆
穂
一
番
、
和
合

田
一
番
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所

嘉
太
神

地
す
べ
り

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
沢
渡
北
、
字
沢
渡

南
、
字
新
沢
渡
南
（
次
の
図
の
と
お
り
）

種
沢

地
す
べ
り

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
欠
入
西
、
字
種
沢
、

字
松
場
（
次
の
図
の
と
お
り
）

升
沢

地
す
べ
り

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
欠
入
西
、
字
檀
ノ

下
、
字
桝
沢
、
字
松
場
（
次
の
図
の
と
お
り
）

五
月
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
五
月
田
（
次
の

図
の
と
お
り
）

紫
原
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
紫
原
（
次
の
図
の

と
お
り
）

中
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
中
沢
、
字
馬
立
（
次

の
図
の
と
お
り
）

夕
陽
が
丘

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
夕
陽
が
丘
、
字
菱

又
、
字
長
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
開
発
等
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

震
災
復
興
・
企
画
部
情
報
政
策
課　

仙
台
市
青
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葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
三
月
十
一
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

富
士
通
株
式
会
社　

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
上
小
田
中
四

丁
目
一
番
一
号

五　

落
札
金
額　

十
一
億
八
千
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
等
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
情
報
政
策
課　

仙

台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
三
月
十
八
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
日
立
製
作
所
東
北
支
社　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町

四
丁
目
一
番
二
十
五
号

五　

落
札
金
額　

六
千
五
百
二
十
四
万
二
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
等
運
用
保
守
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
三
月
十
一
日

四�　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

日
本
電
気
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中

央
四
丁
目
六
番
一
号

五　

契
約
金
額　

四
千
三
百
四
十
八
万
五
千
七
百
五
十
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七�　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の

二
第
一
項
第
二
号
該
当

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
総
合
捜
査
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用
保
守
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
三
月
十
一
日

四�　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

日
本
電
気
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中

央
四
丁
目
六
番
一
号

五　

契
約
金
額　

三
千
七
十
二
万
三
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七�　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の

二
第
一
項
第
二
号
該
当

企

業

局

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

水
道
用
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
単
価
契
約
）

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

企
業
局
公
営
事
業
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
三
月
十
三
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

東
北
化
学
薬
品
株
式
会
社
仙
台
支
店　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡

東
三
丁
目
七
番
地
の
十
四

五　

落
札
金
額　

一
万
七
千
八
百
九
十
円
（
一
ト
ン
当
た
り
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札
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七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
一
月
三
十
一
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
の
給
与
に

関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

　
　
　

�

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
の
給

与
に
関
す
る
規
程

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
訓
令
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
宮
城
県
条
例
第
四

十
八
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
五
条
及
び
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県

条
例
第
七
十
号
。
以
下
「
退
職
手
当
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。）

の
う
ち
同
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。）

の
給
与
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
給
料
表
）

第�

二
条　

給
料
表
は
、
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
六
号
）
別
表

第
一
に
定
め
る
給
料
表
（
以
下
単
に
「
給
料
表
」
と
い
う
。）
を
準
用
す
る
。

　

（
職
務
の
級
）

第�

三
条　

職
員
の
職
務
は
、
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
給
料

表
に
定
め
る
職
務
の
級
に
分
類
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
分
類
の
基
準
と
な
る
べ
き
標
準
的
な
職
務
の
内
容
は
、
別
表

第
一
の
会
計
年
度
任
用
職
員
級
別
標
準
職
務
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　

（
初
任
給
等
の
基
準
）

第�

四
条　

職
員
の
職
務
の
級
は
、
前
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
決
定
す
る
。

２�　

新
た
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
者
の
号
俸
は
、
別
表
第
二
の

初
任
給
基
準
表
に
よ
り
決
定
す
る
。

３�　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
四
十
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
）
第
十
四
条
及
び

第
十
六
条
の
規
定
は
、
職
員
の
職
務
の
級
を
初
任
給
基
準
表
に
定
め
る
職
務
の
級
よ
り
も
上
位
の
級
に
決
定
す
る
場

合
の
号
俸
及
び
号
俸
の
上
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
十
四
条
第
一
項
中
「
別
表
第

六
」
と
あ
る
の
は
「
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で

あ
る
も
の
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
別
表
第
三
」
と
、
同
規
則
第

十
六
条
中
「
別
表
第
七
」
と
あ
る
の
は
「
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
単
純
な
労
務

に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
の
給
与
に
関
す
る
規
程
別
表
第
四
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
特
殊
勤
務
手
当
）

第
五
条　

特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

船
舶
乗
組
手
当

　

二　

夜
間
課
程
勤
務
手
当

２�　

前
項
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
四
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す

る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表

の
適
用
を
受
け
る
者
（
以
下
「
一
般
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。）
の
例
に
よ
る
。

　

（
退
職
手
当
以
外
の
給
与
）

第�

六
条　

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
退
職
手
当
以
外
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
年
度
任
用
職
員
の
例

に
よ
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
よ
り
期
末
手
当
の
額
を
算
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
五
の
職
務
の
級
欄
に
掲
げ
る
職
務
の

級
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
職
員
欄
に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
合
計
額
に
、
給
料
の
月
額
（
一

週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間

に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十

号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
（
同
法
第

十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
を
含
む
。）
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
。）

及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
当
該
職
員
に
係
る
同
表
の
割
合
欄
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
を
加
算
し
た
額
を
同
条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
と
す
る
。

　

（
退
職
手
当
）

第�
七
条　

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
退
職
手
当
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
十
（
退
職
手
当
の
支
給
）
第
六
条
の
五
中
「
別
表
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は
、「
宮

城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
の
給
与
に
関

す
る
規
程
（
令
和
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
別
表
第
六
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
級
別
標
準
職
務
表

職
務
の
級

標

�

準

�

的

�

な

�

職

�

務

一
級�

定
型
的
又
は
補
助
的
な
業
務
を
行
う
職
務

二
級

技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
職
務

三
級

相
当
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
職
務

四
級

高
度
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
職
務

五
級

極
め
て
高
度
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
職
務

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

　
　

初
任
給
基
準
表

学
歴
免
許
等

初　
　
　
　
　

 　
　

任　
 　
　
　
　
　
　

給

一
級
一
号
俸

　
　

備�

考　

初
任
給
は
、
教
育
委
員
会
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
本
表
の
号
俸
の
範
囲
内
で
決
定
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
号
俸
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
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別表第三（第四条関係）

上位級決定時号俸対応表

採用の日の前
日に受けてい
た号俸

上位級の号俸 採用の日の前
日に受けてい
た号俸

上位級の号俸 採用の日の前
日に受けてい
た号俸

上位級の号俸

２級 ３級 ４級 ５級 ２級 ３級 ４級 ５級 ２級 ３級 ４級 ５級
1 1 1 1 1 51 15 39 23 25 101 55 65 67 39
2 1 1 1 1 52 16 40 24 26 102 55 65 67
3 1 1 1 1 53 17 41 25 26 103 56 65 68
4 1 1 1 1 54 18 42 26 26 104 56 65 68
5 1 1 1 1 55 19 43 27 27 105 56 65 69
6 1 1 1 1 56 20 44 28 27 106 56 66 70
7 1 1 1 1 57 21 45 29 27 107 57 66 71
8 1 1 1 1 58 22 45 30 28 108 57 66 72
9 1 1 1 1 59 23 46 31 28 109 57 66 73
10 1 2 1 1 60 24 46 32 28 110 57 66 73
11 1 3 1 1 61 25 47 33 29 111 58 67 74
12 1 4 1 1 62 26 47 34 29 112 58 67 74
13 1 5 1 1 63 27 48 35 30 113 58 67 75
14 1 6 1 1 64 28 48 36 30 114 58 67 75
15 1 7 1 1 65 29 49 37 31 115 59 67 76
16 1 8 1 1 66 30 50 38 31 116 59 68 76
17 1 9 1 1 67 31 51 39 32 117 59 68 76
18 1 10 1 2 68 32 52 40 32 118 59 68 76
19 1 11 1 3 69 33 53 41 33 119 60 68 76
20 1 12 1 4 70 34 53 42 33 120 60 68 76
21 1 13 1 5 71 35 54 43 33 121 61 68 76
22 1 14 1 6 72 36 54 44 34 122 69 76
23 1 15 1 7 73 37 55 45 34 123 69 76
24 1 16 1 8 74 38 55 46 34 124 69 76
25 1 17 1 9 75 39 56 47 35 125 69 76
26 1 18 1 10 76 40 56 48 35 126 69 76
27 1 19 1 11 77 41 57 49 35 127 69 76
28 1 20 1 12 78 42 57 50 36 128 70 76
29 1 21 1 13 79 43 57 51 36 129 70 76
30 1 21 2 13 80 44 58 52 36 130 70 76
31 1 22 3 14 81 45 58 53 37 131 70 76
32 1 22 4 14 82 45 58 54 37 132 70 76
33 1 23 5 15 83 46 59 55 37 133 70 76
34 1 23 6 15 84 46 59 56 37 134 71
35 1 24 7 16 85 47 59 57 37 135 71
36 1 24 8 16 86 47 60 58 37 136 71
37 1 25 9 17 87 48 60 59 37 137 71
38 2 26 10 17 88 48 60 60 38
39 3 27 11 18 89 49 61 61 38
40 4 28 12 18 90 49 61 61 38
41 5 29 13 19 91 50 61 62 38
42 6 30 14 19 92 50 62 62 38
43 7 31 15 20 93 51 62 63 38
44 8 32 16 20 94 51 62 63 38
45 9 33 17 21 95 52 63 64 39
46 10 34 18 22 96 52 63 64 39
47 11 35 19 23 97 53 63 65 39
48 12 36 20 24 98 53 64 65 39
49 13 37 21 25 99 54 64 66 39
50 14 38 22 25 100 54 64 66 39

備考　この表の上位級の号俸欄中「２級」等とあるのは，その者の決定された職務の級を示す。
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別
表
第
五
（
第
六
条
関
係
）

　
　

級
別
加
算
割
合
表

職
務
の
級

職
　

　

　

　

　

　

員

割

合

三
級
又
は
四
級

経
験
年
数
が
十
九
年
（
新
高
三
卒
）
以
上
の
職
員

百
分
の
五

五
級

全
職
員

百
分
の
十

　
　

備�

考　

職
員
欄
の
経
験
年
数
に
付
さ
れ
た
括
弧
内
に
定
め
る
学
歴
区
分
（
人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
四
十
（
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
）
別
表
第
二
に
定
め
る
学
歴
区
分
を
い
う
。）
以

外
の
学
歴
免
許
等
の
資
格
を
有
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
別
表
第
四
の
修
学
年
数
欄
に
掲
げ
る
年
数

に
応
じ
、
経
験
年
数
の
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

別
表
第
六
（
第
七
条
関
係
）

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
の
基
礎
在
職
期
間
に
お
け
る
職
員
の
区
分
に
つ
い
て
の
表

第
八
号
区
分

令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
の
給
料
表
に
お
い
て
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
っ
た

者

第
九
号
区
分

令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
の
給
料
表
に
お
い
て
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
及
び
四
級

で
あ
っ
た
者
の
う
ち
、
別
表
第
五
の
適
用
が
あ
っ
た
も
の

第
十
号
区
分

第
八
号
区
分
及
び
第
九
号
区
分
の
い
ず
れ
の
職
員
の
区
分
に
も
属
し
な
い
こ
と
と
な
る
者

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
の
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

　
　
　

�

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
の
勤

務
時
間
等
に
関
す
る
規
程

　

（
目
的
）

第�

一
条　

こ
の
訓
令
は
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。）
の
う
ち
同
法
第
五
十
七
条
に
規
定

す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。）
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
準
用
）

第�

二
条　

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
単
純
労
務
職
員
の
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
規
程
（
令
和
元
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
五
号
）
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
訓
令
第
二
条
中
「
職
員
の
例
」
と
あ
る
の
は
「
非
常
勤
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二

十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

採
用
さ
れ
た
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
及
び
地
方
公
務

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
又
は
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職

員
を
除
く
。）
の
例
」
と
、
同
訓
令
第
三
条
第
一
項
中
「
年
次
有
給
休
暇
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
十
四
条
第
一
項
及
び
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
年
次
有
給
休
暇
」

と
、「
前
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
十
四
条

第
三
項
及
び
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
」と
あ
る
の
は「
職

員
の
請
求
す
る
時
季
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

別
表
第
四
（
第
四
条
関
係
）

号
俸
決
定
上
限
表

職
務
の
級

上
　
　
　
　
　
限

１
級

37号
俸

２
級

13号
俸

３
級

17号
俸

４
級

13号
俸

５
級

13号
俸



第90号　令和２年３月27日　金曜日 （20）宮　　城　　県　　公　　報
　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号

　

宮
城
県
教
育
庁
等
会
計
年
度
任
用
職
員
服
務
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

　
　
　

宮
城
県
教
育
庁
等
会
計
年
度
任
用
職
員
服
務
規
程

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
訓
令
は
、
別
に
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
庁
、
地
方
機
関
及
び
教
育
機
関
（
学
校
を
除
く
。
以
下

同
じ
。）
に
勤
務
す
る
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十

二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。）
の
服
務
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
勤
務
時
間
）

第�

二
条　

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
そ
の
勤
務
時
間
中
に
置
く
休
憩
時
間
は
、
本
庁
に
あ
っ
て
は
所
属
の
課
室
長
、
地
方

機
関
及
び
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
当
該
機
関
の
長
（
以
下
「
所
属
長
」
と
い
う
。）
が
別
に
定
め
る
。

　

（
勤
務
時
間
等
の
変
更)

第�

三
条　

所
属
長
は
、
職
務
の
遂
行
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り

又
は
休
憩
時
間
を
臨
時
に
変
更
す
る
と
き
は
、
勤
務
条
件
通
知
書
に
定
め
る
範
囲
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
出
勤
）

第�

四
条　

職
員
は
、
出
勤
し
た
と
き
は
直
ち
に
出
勤
簿
に
自
ら
押
印
し
、
又
は
出
勤
簿
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
教
育
長

が
別
に
定
め
る
も
の
に
押
印
に
相
当
す
る
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

前
項
の
出
勤
簿
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
教
育
庁
等
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
教
育
委
員
会

訓
令
甲
第
一
号
）
第
八
条
に
定
め
る
出
勤
簿
を
準
用
す
る
。

　

（
職
務
専
念
義
務
の
免
除
）

第�

五
条　

職
員
が
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
）
第
二
条
又

は
法
第
五
十
五
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
を
経
由
し
て
教
育
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
営
利
企
業
等
へ
の
従
事
）

第�

六
条　

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
は
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
営
利
企
業

等
に
従
事
す
る
た
め
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
を

経
由
し
て
教
育
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
が
営
利
企
業
等
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
を
経
由
し
て
教
育
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
教
育
に
関
す
る
兼
職
等
）

第�

七
条　

職
員
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
に

関
す
る
他
の
職
を
兼
ね
、
又
は
教
育
に
関
す
る
事
業
若
し
く
は
事
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
を
経
由
し
て
教
育
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
非
常
勤
の
消
防
団
員
と
の
兼
職
）

第�

八
条　

職
員
は
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
十

号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
酬
を
得
て
非
常
勤
の
消
防
団
員
と
兼
職
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
求
め
る
と

き
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
を
経
由
し
て
教
育
長
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
勤
務
上
の
心
得
）

第�

九
条　

職
員
は
、
勤
務
時
間
中
に
勤
務
場
所
を
離
れ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
上
司
の
承
認
を
受
け
る
な
ど
、
常
に
自

己
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

職
員
は
、
上
司
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
し
に
、
文
書
を
庁
外
に
持
ち
出
し
、
若
し
く
は
他
に
提
示
し
、
又
は
そ
の

内
容
を
他
に
告
知
し
て
は
な
ら
な
い
。

３�　

職
員
は
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
用
務
を
終
え
て
帰
庁
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
復
命
書
を
作
成
し
て
旅
行
命
令
権
者

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
出
張
が
軽
易
な
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
法
令
等
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
る
報
告
書
等
を
作
成
し
た
場
合
は
、
口
頭
に
よ
る
復
命
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４�　

前
項
の
復
命
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、宮
城
県
教
育
庁
等
職
員
服
務
規
程
第
九
条
に
定
め
る
復
命
書
を
準
用
す
る
。

　

（
退
庁
）

第�

十
条　

職
員
は
、
終
業
時
刻
に
は
、
上
司
の
命
令
が
な
い
限
り
、
文
書
を
整
理
す
る
な
ど
、
所
要
の
処
置
を
と
り
、

速
や
か
に
退
庁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
着
任
）

第�

十
一
条　

新
た
に
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
着
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
所
属
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
事
務
の
引
継
）

第�

十
二
条　

職
員
は
、
休
職
、
退
職
等
の
場
合
に
は
、
そ
の
担
任
事
務
を
速
や
か
に
上
司
の
指
名
す
る
職
員
に
文
書
に

よ
っ
て
引
き
継
ぎ
、
そ
の
旨
を
上
司
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
履
歴
事
項
異
動
届
）

第�

十
三
条　

職
員
は
、
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
資
格
そ
の
他
の
履
歴
事
項
（
任
命
、
給
与
等
の
発
令
事
項
を
除
く
。）

に
関
し
て
異
動
を
生
じ
た
と
き
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
所
属
長
を
経
由
し
て
総
務
課
長
に
提
出
し
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
非
常
の
際
の
措
置
）

第�
十
四
条　

職
員
は
、
庁
舎
及
び
そ
の
周
辺
に
火
災
そ
の
他
非
常
事
態
が
発
生
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
臨
機
の
措
置
を

と
る
と
と
も
に
、
上
司
の
指
揮
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
そ
の
他
）

第
十
五
条　

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
服
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
五
号

　

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

　
　
　

�

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
年
度
任
用
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
当
該
職
員
が
勤
務
す
る
本
庁
の
課
室
、
地
方
機
関
及
び
教
育
機
関
の
長
に
対
し
て
宣
誓
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
が
署
名
押
印
し
た
宣
誓
書

の
保
管
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

　

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
そ
の
他
）

第�

五
条　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員

公
安
委
員
会

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
198条

の
４
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
宮
城
県
監

査
委
員
監
査
基
準
に
つ
い
て
，
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
，
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
２
年
３
月
27日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
本
　
　
木
　
　
忠
　
　
一
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
太
　
　
田
　
　
稔
　
　
郎
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
２
年
３
月
27日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
庭
野
　
賀
津
子
　
　

　
　
　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
29年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

改
正
前

改
正
後

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

交
番
の
名
称
及
び
位
置

警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

石
巻
警
察
署

（
略
）

女
川
交
番

牡
鹿
郡
女
川

町
女
川
浜
字

大
原
１
番
地

の
25　
Ｓ
Ｇ

10街
区
１
画

地

（
略
）

（
略
）

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

交
番
の
名
称
及
び
位
置

警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

石
巻
警
察
署

（
略
）

女
川
交
番

牡
鹿
郡
女
川

町
女
川
一
丁

目
１
番
地
３

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

（
略
）

（
略
）

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
６
号
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別
表
第
２
（
第
３
条
関
係
）

駐
在
所
の
名
称
及
び
位
置

警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

佐
沼
警
察
署

（
略
）

新
田
駐
在
所
登
米
市
迫
町

新
田
字
狼
ノ

欠
31番
地
17

（
略
）

（
略
）

南
三
陸
警
察

署

（
略
）

歌
津
駐
在
所

本
吉
郡
南
三

陸
町
歌
津
字

伊
里
前
89番

地
10

（
略
）

別
表
第
３
　
（
略
）

別
表
第
４
（
第
４
条
関
係
）

　
仙
台
中
央
警
察
署
～
仙
台
北
警
察
署
　
（
略
）

　
仙
台
東
警
察
署

別
表
第
２
（
第
３
条
関
係
）

駐
在
所
の
名
称
及
び
位
置

警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

佐
沼
警
察
署

（
略
）

新
田
駐
在
所
登
米
市
迫
町

新
田
字
狼
ノ

欠
31番
地
14

（
略
）

（
略
）

南
三
陸
警
察

署

（
略
）

歌
津
駐
在
所

本
吉
郡
南
三

陸
町
歌
津
字

枡
沢
39番
地

６
　

（
略
）

別
表
第
３
　
（
略
）

別
表
第
４
（
第
４
条
関
係
）

　
仙
台
中
央
警
察
署
～
仙
台
北
警
察
署
　
（
略
）

　
仙
台
東
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

高
砂
交
番

仙
台
市
宮
城
野
区
の
う
ち

岩
切
（
引
目
）、
栄
一
丁
目

か
ら
栄
五
丁
目
ま
で
、
白
鳥

一
丁
目
、
白
鳥
二
丁
目
、
高

砂
一
丁
目
、
高
砂
二
丁
目
、

田
子
一
丁
目
か
ら
田
子
三
丁

目
ま
で
、
田
子
、
田
子
西
一

丁
目
か
ら
田
子
西
三
丁
目
ま

で
、
鶴
巻
一
丁
目
、
鶴
巻
二

丁
目
、
中
野
（
北
上
及
び
髙

橋
前
）、
福
住
町
、
福
田
町

一
丁
目
か
ら
福
田
町
四
丁
目

ま
で
、
福
田
町
南
一
丁
目
、

名
称

受
持
区
域

（
略
）

高
砂
交
番

仙
台
市
宮
城
野
区
の
う
ち

岩
切
（
引
目
）、
栄
一
丁
目

か
ら
栄
五
丁
目
ま
で
、
高

砂
一
丁
目
、
高
砂
二
丁
目
、

田
子
一
丁
目
か
ら
田
子
三
丁

目
ま
で
、
田
子
、
田
子
西
一

丁
目
か
ら
田
子
西
三
丁
目
ま

で
、
鶴
巻
一
丁
目
、
鶴
巻
二

丁
目
、
中
野
（
北
上
及
び
髙

橋
前
）、
福
住
町
、
福
田
町

一
丁
目
か
ら
福
田
町
四
丁
目

ま
で
、
福
田
町
南
一
丁
目
、

福
田
町
南
二
丁
目
、
福
室
一

丁
目
か
ら
福
室
七
丁
目
ま

で
、
福
室
（
県
道
前
、
境
四

番
）（
略
）

仙
台
港
交
番

仙
台
市
宮
城
野
区
の
う
ち

出
花
一
丁
目
か
ら
出
花
三
丁

目
ま
で
、
蒲
生
一
丁
目
、
蒲

生
二
丁
目
、
蒲
生
（
町
、
屋

敷
、
西
屋
敷
添
、
東
屋
敷
添
、

荒
田
、
北
荒
田
、
山
神
、
北

中
河
原
（
七
北
田
川
の
北
側

の
地
域
）、
北
下
河
原
及
び

二
本
木
（
県
道
塩
釜
亘
理
線

の
東
側
の
地
域
）
、
仙
台

港
北
一
丁
目
、
仙
台
港
北
二

丁
目
、
中
野
一
丁
目
か
ら
中

野
五
丁
目
ま
で
、
中
野
（
北

上
及
び
髙
橋
前
を
除
く
。）、

港
一
丁
目
か
ら
港
五
丁
目
ま

で

（
略
）

　
泉
警
察
署
・
若
林
警
察
署
　
（
略
）

　
塩
釜
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

利
府
交
番

宮
城
郡
利
府
町
の
う
ち

青
葉
台
一
丁
目
か
ら
青
葉
台

三
丁
目
ま
で
、
青
山
一
丁
目

か
ら
青
山
四
丁
目
ま
で
、
赤

沼
、
春
日
、
加
瀬
、
沢
乙
、

沢
乙
東
、
し
ら
か
し
台
一
丁

目
か
ら
し
ら
か
し
台
六
丁
目

ま
で

、
中
央

一
丁
目
か
ら
中
央
三
丁
目
ま

で
、
花
園
一
丁
目
か
ら
花
園

福
田
町
南
二
丁
目
、
福
室
一

丁
目
か
ら
福
室
七
丁
目
ま

で
、
福
室
（
県
道
前
、
境
四

番
）（
略
）

仙
台
港
交
番

仙
台
市
宮
城
野
区
の
う
ち

出
花
一
丁
目
か
ら
出
花
三
丁

目
ま
で
、
蒲
生
一
丁
目
、
蒲

生
二
丁
目
、
蒲
生
（
町
、
屋

敷
、
西
屋
敷
添
、
東
屋
敷
添
、

荒
田
、
北
荒
田
、
山
神
、
北

中
河
原
（
七
北
田
川
の
北
側

の
地
域
）、
北
下
河
原
及
び

二
本
木
（
県
道
塩
釜
亘
理
線

の
東
側
の
地
域
）、
白
鳥
一

丁
目
、
白
鳥
二
丁
目
、
仙
台

港
北
一
丁
目
、
仙
台
港
北
二

丁
目
、
中
野
一
丁
目
か
ら
中

野
五
丁
目
ま
で
、
中
野
（
北

上
及
び
髙
橋
前
を
除
く
。）、

港
一
丁
目
か
ら
港
五
丁
目
ま

で

（
略
）

　
泉
警
察
署
・
若
林
警
察
署
　
（
略
）

　
塩
釜
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

利
府
交
番

宮
城
郡
利
府
町
の
う
ち

青
葉
台
一
丁
目
か
ら
青
葉
台

三
丁
目
ま
で
、
青
山
一
丁
目

か
ら
青
山
四
丁
目
ま
で
、
赤

沼
、
春
日
、
加
瀬
、
沢
乙
、

沢
乙
東
、
し
ら
か
し
台
一
丁

目
か
ら
し
ら
か
し
台
六
丁
目

ま
で
、
新
中
道
一
丁
目
か
ら

新
中
道
三
丁
目
ま
で
、
中
央

一
丁
目
か
ら
中
央
三
丁
目
ま

で
、
花
園
一
丁
目
か
ら
花
園
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三
丁
目
ま
で
、
葉
山
一
丁

目
、
葉
山
二
丁
目
、
皆
の
丘
、

森
郷
、
利
府

（
略
）

　
岩
沼
警
察
署
～
亘
理
警
察
署
　
（
略
）

三
丁
目
ま
で
、
葉
山
一
丁

目
、
葉
山
二
丁
目
、
皆
の
丘
、

森
郷
、
利
府

（
略
）

　
岩
沼
警
察
署
～
亘
理
警
察
署
　
（
略
）

　
備
考
　
改
正
箇
所
は
、
下
線
が
引
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
中
別
表
第
１
の
改
正
規
定
及
び
別
表
第
４
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
別
表
第
２
佐
沼
警
察
署
の
項

の
改
正
規
定
は
令
和
２
年
４
月
６
日
か
ら
、
別
表
第
２
南
三
陸
警
察
署
の
項
の
改
正
規
定
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
２
年
３
月
27日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
庭
野
　
賀
津
子
　
　

　
　
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
13年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
11条
第
２
項
第
１
号
オ
中
「
道
路
使
用
許
可
を
得
て
行
う
自
転
車
競
技
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
中
の
」
を
削
る
。

　
第
34条
第
２
項
の
表
中

「
３
　
原
付
講
習

４
�　
運
転
免
許
証
更
新
時
講
習
（
運
転
者
特

定
任
意
講
習
を
含
む
。）

５
　
違
反
者
講
習

６
　
臨
時
高
齢
者
講
習

」

を

「
３
�　
運
転
免
許
証
更
新
時
講
習
（
運
転
者
特

定
任
意
講
習
を
含
む
。）

４
　
違
反
者
講
習

５
　
臨
時
高
齢
者
講
習

」

に
、

「
１
　
原
付
講
習

２
　
運
転
免
許
証
更
新
時
講
習

」

を

「
運
転
免
許
証
更
新
時
講
習

」

に
、

「
７
　
大
型
旅
客
車
講
習

８
　
中
型
旅
客
車
講
習

９
　
普
通
旅
客
車
講
習

10　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

11　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）

12　
高
齢
者
講
習

13　
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習

14　
簡
易
講
習

15　
シ
ニ
ア
運
転
者
講
習

」

を

「
７
　
原
付
講
習

８
　
大
型
旅
客
車
講
習

９
　
中
型
旅
客
車
講
習

10　
普
通
旅
客
車
講
習

11　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

12　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）

13　
高
齢
者
講
習

14　
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習

15　
簡
易
講
習

16　
シ
ニ
ア
運
転
者
講
習

」

に
改
め
る
。

　
別
表
第
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
２
（
第
11条
関
係
）

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘
前
線

白
石
市
越
河
字
荒
井
地
内
福
島
県
境
か
ら

栗
原
市
金
成
片
馬
合
手
柄
地
内
岩
手
県
境
ま
で

東
北
横
断
自
動
車
道
酒
田
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
足
立
字
中
ノ
久
保
地
内
か
ら

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
石
橋
地
内
山
形
県
境
ま
で

常
磐
自
動
車
道

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
舘
野
丙
21番
７
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
中
泉
字
新
田
39番
１
先
ま
で

一
般
国
道
４
号

白
石
市
越
河
字
樋
口
地
内
福
島
県
境
か
ら

栗
原
市
金
成
有
壁
下
大
沢
田
地
内
岩
手
県
境
ま
で
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一
般
国
道
４
号

栗
原
市
築
館
字
沢
入
72番
１
先
か
ら

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
沖
408番

１
先
ま
で

一
般
国
道
６
号

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
大
森
地
内
福
島
県
境
か
ら

岩
沼
市
藤
波
二
丁
目
７
番
１
先
ま
で

一
般
国
道
６
号
複
線

（
38）

亘
理
郡
山
元
町
大
平
字
新
平
88番
地
先
か
ら

亘
理
郡
山
元
町
大
平
字
新
平
98番
３
先
ま
で

一
般
国
道
６
号
複
線

（
仙
台
東
部
道
路
）

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
牛
袋
字
北
新
丁
19番
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
柳
原
40番
７
先
ま
で

一
般
国
道
６
号

（
仙
台
南
部
道
路
）

仙
台
市
若
林
区
今
泉
字
二
木
西
26番
１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
字
人
来
田
中
67番
１
先
ま
で

一
般
国
道
６
号

（
仙
台
南
部
道
路
）

仙
台
市
太
白
区
富
田
字
八
幡
西
147番

先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
山
田
字
清
太
原
12番
先
ま
で

一
般
国
道
45号

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
９
番
２
先
か
ら

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
転
石
44番
１
先
ま
で

一
般
国
道
45号

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
十
日
町
１
番
先
か
ら

気
仙
沼
市
東
八
幡
前
160番

１
地
先
ま
で

一
般
国
道
45号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
字
境
10番
地
先
か
ら

気
仙
沼
市
唐
桑
町
字
竹
の
袖
37番
４
地
先
ま
で

一
般
国
道
45号

（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
）

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
柳
原
40番
７
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
山
岸
２
番
３
先
ま
で

一
般
国
道
45号

（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
）

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
桐
田
15番
１
先
か
ら

気
仙
沼
市
本
吉
町
卯
名
沢
240番

３
先
ま
で

一
般
国
道
45号

（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
）

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
長
根
86番
３
先
か
ら

気
仙
沼
市
赤
岩
港
168番

17先
ま
で

一
般
国
道
45号

（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
）

気
仙
沼
市
唐
桑
町
舘
84番
３
先
か
ら

気
仙
沼
市
唐
桑
町
釜
石
下
120番

１
先
岩
手
県
境
ま
で

一
般
国
道
47号

大
崎
市
古
川
字
本
鹿
島
256番

１
先
か
ら

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
西
原
33番
４
先
山
形
県
境
ま
で

一
般
国
道
47号

（
仙
台
北
部
道
路
）

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
船
岡
地
内
先
か
ら

富
谷
市
富
谷
源
内
63番
８
先
ま
で

一
般
国
道
48号

仙
台
市
青
葉
区
郷
六
字
大
霜
35番
１
地
先
か
ら

仙
台
市
青
葉
区
作
並
字
長
原
20番
地
先
ま
で

一
般
国
道
108号

石
巻
市
須
江
字
寺
前
89番
１
地
先
か
ら

大
崎
市
古
川
字
上
古
川
屋
敷
77番
１
先
ま
で

一
般
国
道
108号

（
古
川
東
バ
イ
パ
ス
）

大
崎
市
古
川
鶴
ヶ
埣
字
新
江
南
20番
２
先
か
ら

大
崎
市
古
川
宮
内
字
筏
畑
11番
先
ま
で

一
般
国
道
108号

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
古
戸
前
80番
地
先
か
ら

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
軍
沢
岳
地
内
秋
田
県
境
ま
で

一
般
国
道
108号

石
巻
市
茜
平
一
丁
目
23番
６
地
先
か
ら

石
巻
市
蛇
田
字
菰
継
37番
１
地
先
ま
で

一
般
国
道
115号

相
馬
福
島
道
路

（
東
北
中
央
自
動
車
道
）

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
下
南
山
20番
１
先
か
ら

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
下
南
山
26番
１
先
ま
で

一
般
国
道
286号

仙
台
市
太
白
区
根
岸
町
９
番
14先
か
ら
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
９
番
２
先
ま
で

一
般
国
道
286号

仙
台
市
太
白
区
鹿
野
二
丁
目
20番
１
先
か
ら
　
　

仙
台
市
太
白
区
山
田
字
清
太
原
地
内
先
ま
で

一
般
国
道
286号

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
下
東
無
番
地
先
か
ら

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
川
端
無
番
地
先
ま
で

一
般
国
道
286号

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
字
人
来
田
東
地
内
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
字
赤
石
山
２
番
40先
ま
で

一
般
国
道
286号

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
支
倉
字
中
原
裏
山
15番
１
先
か
ら

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
石
橋
33番
１
先
ま
で

一
般
国
道
398号

登
米
市
迫
町
北
方
字
谷
地
前
181番

１
地
先
か
ら

栗
原
市
若
柳
字
川
南
新
田
東
519番

１
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡
線

宮
城
郡
利
府
町
中
央
三
丁
目
13番
２
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
涉
戸
東
95番
３
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡
線

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
石
田
西
20番
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
石
田
西
８
番
２
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡
線

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
石
田
西
８
番
２
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
志
田
町
30番
３
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡
線

塩
竈
市
大
日
向
町
135番

６
地
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
大
谷
地
30番
３
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
松
島
線

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
館
ノ
内
２
番
２
先
か
ら

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
桐
田
15番
１
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
松
島
線

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
一
丁
目
294番

３
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
羽
黒
前
２
番
20先
ま
で

主
要
地
方
道
大
和
松
島
線

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
北
目
大
崎
字
吉
原
河
渕
66番
２
先
か
ら

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
原
１
番
10先
ま
で

主
要
地
方
道
大
和
松
島
線

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
東
一
丁
目
１
番
10地
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
東
三
丁
目
２
番
15地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線

多
賀
城
市
町
前
三
丁
目
５
番
１
先
か
ら

多
賀
城
市
町
前
一
丁
目
186番

地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
四
丁
目
６
番
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
四
丁
目
３
番
１
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
沼
頭
４
番
２
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
藤
塚
字
中
道
下
地
内
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線

名
取
市
閖
上
一
丁
目
無
番
地
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
新
田
１
番
２
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線

亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
篠
子
橋
６
番
１
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
字
旧
舘
61番
21先
ま
で
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主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線

仙
台
市
宮
城
野
区
仙
台
港
北
一
丁
目
２
番
６
地
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
仙
台
港
北
一
丁
目
３
番
３
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線

名
取
市
牛
野
字
内
海
204番

１
地
先
か
ら

名
取
市
杉
ヶ
袋
字
横
手
254番

１
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
港
線

塩
竈
市
港
町
一
丁
目
75番
地
先
か
ら

塩
竈
市
港
町
二
丁
目
127番

地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
港
線

塩
竈
市
貞
山
通
二
丁
目
57番
６
地
先
か
ら

塩
竈
市
港
町
二
丁
目
335番

１
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
亘
理
大
河
原
川
崎
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
反
町
６
番
４
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
北
塩
内
89番
１
先
ま
で

主
要
地
方
道
石
巻
鹿
島
台
大
衡
線

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
中
堀
244番

地
先
か
ら

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
中
堀
242番

地
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
空
港
線

名
取
市
下
増
田
字
小
沼
55番
１
先
か
ら

名
取
市
植
松
字
新
橋
105番

１
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
塩
釜
線

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
西
町
23番
１
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
高
砂
一
丁
目
31番
７
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
塩
釜
線

多
賀
城
市
町
前
一
丁
目
125番

７
先
か
ら
　

塩
竈
市
港
町
一
丁
目
75番
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
岩
沼
蔵
王
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
小
泉
字
北
姥
ヶ
懐
３
番
１
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
広
畑
52番
１
先
ま
で

主
要
地
方
道
泉
塩
釜
線

塩
竈
市
東
玉
川
町
26番
地
先
か
ら

塩
竈
市
東
玉
川
町
32番
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
築
館
登
米
線

栗
原
市
築
館
字
萩
沢
後
沢
道
北
６
番
１
地
先
か
ら

栗
原
市
若
柳
字
川
南
新
田
東
519番

１
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
井
土
長
町
線

仙
台
市
若
林
区
河
原
町
二
丁
目
５
番
１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
119番

１
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
三
本
木
線

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
滝
ノ
沢
41番
１
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
庚
申
28番
１
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
三
本
木
線

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
滝
ノ
沢
３
番
３
地
先
か
ら

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
中
堀
244番

地
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
三
本
木
線

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
上
推
路
29番
７
地
先
か
ら

大
崎
市
三
本
木
新
町
一
丁
目
23番
２
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
大
衡
落
合
線

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
平
林
86番
１
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
滝
ノ
沢
41番
１
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
七
ヶ
浜
多
賀
城
線
塩
竈
市
芦
畔
町
115番

２
先
か
ら

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
遠
山
四
丁
目
12番
195先

ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
七
ヶ
浜
多
賀
城
線
多
賀
城
市
八
幡
四
丁
目
117番

１
先
か
ら

多
賀
城
市
栄
四
丁
目
13番
３
先
ま
で

一
般
県
道
岩
沼
海
浜
緑
地
線

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
末
広
二
丁
目
340番

４
先
ま
で

一
般
県
道
閖
上
港
線

名
取
市
小
塚
原
字
西
中
塚
41番
１
先
か
ら

名
取
市
増
田
三
丁
目
5881番

地
先
ま
で

一
般
県
道
荒
浜
原
町
線

仙
台
市
若
林
区
大
和
町
五
丁
目
712番

１
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
木
ノ
下
二
丁
目
27番
８
先
ま
で

一
般
県
道
今
市
福
田
線

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
一
丁
目
５
番
13先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
今
市
東
120番

１
先
ま
で

一
般
県
道
大
和
幡
谷
線

黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字
柳
沢
畑
15番
２
先
か
ら

黒
川
郡
大
郷
町
山
崎
字
深
町
39番
１
先
ま
で

一
般
県
道
石
巻
工
業
港
矢
本
線

石
巻
市
重
吉
町
７
番
１
先
か
ら

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
１
番
１
先
ま
で

一
般
県
道
石
巻
港
イ
ン
タ
ー
線

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
１
番
１
先
か
ら

東
松
島
市
赤
井
字
八
反
谷
地
50番
１
先
ま
で

一
般
県
道
石
巻
港
イ
ン
タ
ー
線

東
松
島
市
赤
井
字
八
反
谷
地
69番
２
地
先
か
ら

東
松
島
市
赤
井
字
南
三
225番

１
地
先
ま
で

一
般
県
道
泉
ヶ
丘
熊
ヶ
根
線

仙
台
市
泉
区
明
通
四
丁
目
１
番
１
先
か
ら

仙
台
市
泉
区
七
北
田
字
大
沢
大
ヶ
沢
17番
先
ま
で

一
般
県
道
亘
理
イ
ン
タ
ー
線

亘
理
郡
亘
理
町
隈
中
泉
字
大
原
236番

地
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
隈
牛
袋
字
北
新
丁
20番
２
先
ま
で

一
般
県
道
利
府
岩
切
停
車
場
線

宮
城
郡
利
府
町
菅
谷
台
四
丁
目
41番
６
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
化
粧
坂
66番
１
先
ま
で

一
般
県
道
仙
台
名
取
線

名
取
市
植
松
字
入
生
341番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
根
岸
町
９
番
14先
ま
で

一
般
県
道
石
巻
女
川
イ
ン
タ
ー
線

石
巻
市
蛇
田
字
東
道
下
28番
１
地
先
か
ら

石
巻
市
蛇
田
字
東
道
上
147番

地
先
ま
で

市
道
定
禅
寺
通
線

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
四
丁
目
11番
10先
か
ら

仙
台
市
青
葉
区
立
町
22番
８
先
ま
で

市
道
西
公
園
通
線

仙
台
市
青
葉
区
桜
ヶ
丘
公
園
３
番
２
先
か
ら

仙
台
市
青
葉
区
桜
ヶ
丘
公
園
３
番
１
先
ま
で

市
道
八
軒
小
路
原
町
坂
下
線

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
城
野
二
丁
目
373番

６
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
城
野
二
丁
目
422番

２
先
ま
で

市
道
元
寺
小
路
福
室
線

（
そ
の
２
）

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
四
丁
目
270番

３
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
三
丁
目
８
番
11先
ま
で

市
道
元
寺
小
路
福
室
線

（
そ
の
４
）

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
三
丁
目
５
番
１
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
巻
一
丁
目
1022番

12先
ま
で

市
道
鶴
ヶ
谷
仙
台
港
線

（
そ
の
３
）

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
字
県
道
前
113番

先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
石
橋
116番

１
先
ま
で

市
道
中
野
栄
駅
前
通
線

仙
台
市
宮
城
野
区
出
花
二
丁
目
67番
６
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
出
花
二
丁
目
12番
５
先
ま
で

市
道
六
丁
目
鶴
ヶ
谷
線

（
そ
の
２
）

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
四
丁
目
１
番
２
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
三
丁
目
５
番
４
先
ま
で
��
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市
道
日
ノ
出
町
１
号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
一
丁
目
１
番
７
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
一
丁
目
１
番
21先
ま
で

市
道
日
ノ
出
町
３
号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
一
丁
目
４
番
１
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
一
丁
目
６
番
９
先
ま
で

市
道
日
ノ
出
町
７
号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
二
丁
目
２
番
22先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
二
丁
目
３
番
８
先
ま
で

市
道
西
原
中
央
線

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
二
丁
目
31番
１
先
（
北
西
角
）
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
二
丁
目
31番
１
先
（
南
西
角
）
ま
で

市
道
扇
町
23号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
２
番
10地
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
２
番
13地
先
ま
で

市
道
扇
町
25号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
１
番
１
地
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
七
丁
目
３
番
14地
先
ま
で

市
道
土
樋
藤
塚
線

（
そ
の
１
）

仙
台
市
若
林
区
土
樋
104番

６
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
河
原
町
二
丁
目
５
番
１
先
ま
で

市
道
原
町
東
部
第
三
幹
線
３
号
線

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
東
町
７
番
15号
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
東
町
５
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

市
道
原
町
岡
田
（
そ
の
２
）
線

仙
台
市
若
林
区
卸
町
五
丁
目
２
番
13地
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
卸
町
五
丁
目
３
番
８
地
先
ま
で

市
道
原
町
広
岡
線

（
そ
の
２
）

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
121番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目
２
番
２
先
ま
で

市
道
長
町
２
号
線

仙
台
市
太
白
区
鹿
野
二
丁
目
20番
１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
七
丁
目
201番

23先
ま
で

市
道
長
町
３
号
線

仙
台
市
太
白
区
長
町
八
丁
目
214番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目
２
番
２
先
ま
で

市
道
元
寺
小
路
郡
山
線

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
119番

５
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
郡
山
四
丁
目
156番

１
先
ま
で

市
道
元
寺
小
路
郡
山
線

仙
台
市
太
白
区
東
郡
山
二
丁
目
522番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
郡
山
字
源
兵
衛
東
19番
３
先
ま
で

市
道
荒
巻
大
和
町
線

仙
台
市
泉
区
明
通
三
丁
目
51番
37先
か
ら

仙
台
市
泉
区
明
通
四
丁
目
１
番
１
号
先
ま
で

市
道
南
錦
町
東
玉
川
町
線

塩
竈
市
南
錦
町
149番

６
地
先
か
ら

塩
竈
市
東
玉
川
町
26番
地
先
ま
で

市
道
桜
木
栄
線

多
賀
城
市
桜
木
三
丁
目
226番

２
先
か
ら

多
賀
城
市
桜
木
二
丁
目
226番

２
先
ま
で

市
道
工
場
街
路
一
号
線

多
賀
城
市
明
月
一
丁
目
105番

１
地
先
か
ら

多
賀
城
市
宮
内
二
丁
目
119番

３
地
先
ま
で

市
道
工
場
街
路
二
号
線

多
賀
城
市
明
月
二
丁
目
118番

２
地
先
か
ら

多
賀
城
市
宮
内
二
丁
目
118番

地
先
ま
で

市
道
工
場
街
路
三
号
線

多
賀
城
市
宮
内
二
丁
目
116番

地
先
か
ら

多
賀
城
市
宮
内
二
丁
目
115番

１
地
先
ま
で

市
道
工
場
街
路
四
号
線

多
賀
城
市
明
月
二
丁
目
112番

１
地
先
か
ら

多
賀
城
市
明
月
二
丁
目
42番
地
先
ま
で

市
道
工
場
街
路
五
号
線

多
賀
城
市
宮
内
二
丁
目
57番
地
先
か
ら

多
賀
城
市
宮
内
二
丁
目
117番

地
先
ま
で

市
道
相
野
釜
藤
曽
根
線

岩
沼
市
下
野
郷
字
西
原
１
番
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
71番
１
先
ま
で

市
道
西
大
町
線

岩
沼
市
館
下
二
丁
目
25番
15先
か
ら

岩
沼
市
吹
上
二
丁
目
15番
１
先
ま
で

市
道
二
野
倉
工
業
団
地
１
号
線

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
ま
で

市
道
二
野
倉
工
業
団
地
２
号
線

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
122番

先
ま
で

市
道
藤
曽
根
二
野
倉
線

岩
沼
市
押
分
字
新
大
同
159番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
新
大
同
422番

１
先
ま
で

市
道
藤
曽
根
線

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
71番
１
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
69番
１
先
ま
で

市
道
矢
野
目
相
野
釜
線

岩
沼
市
下
野
郷
字
菱
沼
６
番
８
先
か
ら

岩
沼
市
空
港
南
四
丁
目
２
番
２
先
ま
で

市
道
空
港
三
軒
茶
屋
線

岩
沼
市
空
港
南
四
丁
目
２
番
２
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
新
相
野
谷
地
１
番
１
先
ま
で

市
道
駅
前
８
号
線

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
一
丁
目
553番

地
先
か
ら

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
二
丁
目
198番

地
先
ま
で

町
道
針
生
広
畑
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
松
崎
50番
地
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
広
畑
70番
１
先
ま
で

町
道
菅
生
姥
ヶ
懐
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
小
泉
字
北
姥
ヶ
懐
１
番
２
地
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
菅
生
字
下
倉
26番
地
先
ま
で

町
道
山
下
大
沢
線

黒
川
郡
大
和
町
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
１
番
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
明
通
８
番
４
先
ま
で

町
道
松
坂
平
１
号
線

黒
川
郡
大
和
町
松
坂
平
三
丁
目
１
番
地
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
松
坂
平
八
丁
目
３
番
８
地
先
ま
で

町
道
松
坂
平
２
号
線

黒
川
郡
大
和
町
松
坂
平
二
丁
目
２
番
地
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
松
坂
平
二
丁
目
８
番
地
先
ま
で

町
道
味
明
雉
子
喰
線

黒
川
郡
大
郷
町
羽
生
字
高
屋
敷
１
番
１
先
か
ら

黒
川
郡
大
郷
町
羽
生
字
中
の
町
19番
１
先
ま
で

臨
港
道
路
中
野
幹
線

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
竹
ノ
内
128番

地
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
２
番
先
（
南
西
角
）
ま
で

臨
港
道
路
中
央
ふ
頭
線

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
２
番
先
（
南
西
角
）
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
４
番
１
号
先
ま
で

臨
港
道
路
ふ
頭
４
号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
３
番
５
号
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
１
番
先
（
南
東
角
）
ま
で
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臨
港
道
路
ふ
頭
５
号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
１
番
先
（
南
西
角
）
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
４
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

臨
港
道
路
西
幹
線

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
新
沼
地
内
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
新
沼
12番
地
の
２
先
ま
で

臨
港
道
路
蒲
生
幹
線

仙
台
市
宮
城
野
区
港
二
丁
目
29先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
一
丁
目
34先
ま
で

港
湾
道
路
釜
北
線

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
８
番
６
先
か
ら

石
巻
市
三
河
町
８
番
３
先
ま
で

港
湾
道
路
東
一
号
線

石
巻
市
三
河
町
８
番
３
先
か
ら

石
巻
市
塩
見
町
４
番
４
先
ま
で

臨
港
道
路
区
画
10号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
港
四
丁
目
24番
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
四
丁
目
24番
先
ま
で

臨
港
道
路
区
画
10号
線

仙
台
市
宮
城
野
区
港
四
丁
目
246番

12先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
四
丁
目
24番
先
ま
で

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号

　
火
薬
類
取
締
法
施
行
細
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
２
年
３
月
27日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
庭
野
　
賀
津
子
　
　

　
　
　
火
薬
類
取
締
法
施
行
細
則

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
、
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
25年
法
律
第
149号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
不
許
可
の
通
知
）

第
�２
条
　
法
第
50条

の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
火
薬
類
（
以
下
「
猟
銃
用
火
薬
類
等
」
と
い
う
。）
に
つ

い
て
の
法
第
17条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
譲
渡
若
し
く
は
譲
受
け
の
不
許
可
、
法
第
24条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
輸

入
の
不
許
可
又
は
法
第
25条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
消
費
の
不
許
可
は
、
不
許
可
（
譲
渡
・
譲
受
け
・
輸
入
・
消
費
）

通
知
書
（
別
記
様
式
第
１
号
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
許
可
の
取
消
し
の
通
知
）

第
�３
条
　
猟
銃
用
火
薬
類
等
に
つ
い
て
の
法
第
17条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
譲
渡
若
し
く
は
譲
受
け
の
許
可
の
取
消
し

又
は
法
第
25条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
消
費
の
許
可
の
取
消
し
は
、
火
薬
類
（
譲
渡
・
譲
受
け
・
消
費
）
許
可
取
消

通
知
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）

�
第
　
　
　
　
号
　
　

不
許
可
（
譲
渡
・
譲
受
け
・
輸
入
・
消
費
）
通
知
書

　
住
　
　
所

　
氏
　
　
名

　
生
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
（
　
　
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
渡

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
　
譲
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費

に
つ
い
て
は
、
下
記
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
を
許
可
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

記

　
許
可
し
な
い
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　
　

　
備
考
１
　
不
要
の
文
字
は
、
　
　
で
消
去
す
る
こ
と
。

　
　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
�　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
�　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合

に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請
求
に

対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。）。
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別
記
様
式
第
２
号
（
第
３
条
関
係
）

�
第
　
　
　
　
　
号
　
　

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　
　
　

火
薬
類
（
譲
渡
・
譲
受
け
・
消
費
）
許
可
取
消
通
知
書

　
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
25年

法
律
第
149号

）
第
17条
第
３
項

第
25条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
火
薬
類
（
譲
渡
・

譲
受
け
・
消
費
）
の
許
可
を
取
り
消
す
の
で
通
知
す
る
。

記

火
薬
類
（
譲
渡
・
譲
受

け
・
消
費
）
許
可
証

番
号

交
付
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日

交
　
付
　
者

本
籍
・

住
所
・
�

氏
名
・
生
年
月
日

本
籍

住
所

氏
名

生
年
月
日

�
年
　
　
月
　
　
日
生
（
　
　
歳
）

�取
消
し
の
理
由

　
備
考
１
　
不
要
の
文
字
は
、
　
　
で
消
去
す
る
こ
と
。

　
　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
�　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
�　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合

に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請
求
に

対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。）。
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収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
３5号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
99条

の
２
第
４
項
第
１
号
イ
及
び
第
99条

の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の

規
定
に
よ
り
、
技
能
検
定
員
資
格
審
査
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
令
和
２
年
３
月
27日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
庭
野
　
賀
津
子
　
　

１
　
資
格
審
査
の
種
類
、
期
日
及
び
場
所

資
　
格
　
審
　
査
　
の
　
種
　
類

資
格
審
査
の
期
日

資
格
審
査
の
場
所

　
新
た
に
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習
指
導
員

の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

令
和
２
年
５
月
11日
か
ら

令
和
２
年
５
月
29日
ま
で

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字

高
倉
65番
地

宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー

　
現
に
技
能
検
定
員
、
教
習
指
導
員
で
あ
る
者
が

他
の
運
転
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は

教
習
指
導
員
の
資
格
を
追
加
し
て
取
得
し
よ
う
と

す
る
者

　
新
た
に
大
型
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の

資
格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
で
令
和
元
年
、
２
年
度
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修
了
し
た
こ
と
等
に
よ

り
資
格
審
査
の
一
部
科
目
が
免
除
と
な
る
者

　
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修

了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
資
格
審
査
の
全
科
目
が
免

除
と
な
る
者

２
　
資
格
審
査
申
請
手
続

　
⑴
　
受
付
期
間

　
　
�　
令
和
２
年
３
月
27日
（
金
）
か
ら
令
和
２
年
４
月
10日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
15分
ま

で
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　
⑵
　
受
付
場
所

　
　
　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地

　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
⑶
　
資
格
審
査
申
請
用
紙
の
配
布

　
　
ア
　
配
布
期
間

　
　
　
�　
令
和
２
年
３
月
27日
（
金
）
以
降
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時

15分
ま
で

　
　
イ
　
配
布
場
所

　
　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
）

３
　
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
　
022－

373－
3601

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
１0号

　
一
般
国
道
398号

雄
勝
１
号
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年
法
律
第
219号

）
第
66条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
送
達
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
来
局
の
上
そ
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
令
和
２
年
３
月
27日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
送
達
す
べ
き
書
類

　
　
令
和
２
年
３
月
23日
付
け
宮
収
号
外
通
知
文

　
　
令
和
２
年
３
月
18日
付
け
権
利
取
得
裁
決
書
及
び
明
渡
裁
決
書

２
　
送
達
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
（
亡
）
杉
山
清
子
の
相
続
人
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明


